
JP 4170884 B2 2008.10.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品の売上処理を行う商品販売データ処理装置に接続されるプリンタにおいて、
　電子ペーパーと識別コードを含むデータを記憶可能な無線ＩＣタグとが設けられた電子
ペーパーレシートに対する書き込みを行う電子ペーパーレシート印字部と、
　前記電子ペーパーレシート印字部に設けられて前記無線ＩＣタグに対してデータの読み
書きを行う無線ＩＣタグ読取／書込部と、
　レシート用紙に対する書き込みを行う紙レシート印字部と、
　前記商品販売データ処理装置から送信される売上処理に係るレシート印字データを受信
するレシート印字データ受信手段と、
　このレシート印字データ受信手段により受信した前記レシート印字データを、前記電子
ペーパーレシート印字部と前記紙レシート印字部とのいずれか一方に選択的に出力するレ
シート印字データ出力手段と、
を備え、
　前記レシート印字データ出力手段から出力された前記レシート印字データを受け取った
前記電子ペーパーレシート印字部または前記紙レシート印字部は、当該レシート印字デー
タに従って書き込みを行い、
　前記電子ペーパーレシート印字部には、前記無線ＩＣタグ読取／書込部が前記無線ＩＣ
タグから識別コードを読み取った場合に前記電子ペーパーレシートを検出する電子ペーパ
ーレシート検出手段が備えられており、
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　前記レシート印字データ出力手段は、前記電子ペーパーレシート検出手段が前記電子ペ
ーパーレシートを検出した場合に、前記電子ペーパーレシート印字部に前記レシート印字
データを出力する、
ことを特徴とするプリンタ。
【請求項２】
　売上処理に基づいてレシート印字データを生成する商品販売データ処理装置において、
　電子ペーパーと識別コードを含むデータを記憶可能な無線ＩＣタグとが設けられた電子
ペーパーレシートに対する書き込みを行う電子ペーパーレシート印字部と、
　前記電子ペーパーレシート印字部に設けられて前記無線ＩＣタグに対してデータの読み
書きを行う無線ＩＣタグ読取／書込部と、
　レシート用紙に対する書き込みを行う紙レシート印字部と、
　前記レシート印字データを、前記電子ペーパーレシート印字部と前記紙レシート印字部
とのいずれか一方に選択的に出力するレシート印字データ出力手段と、
を備え、
　前記レシート印字データ出力手段から出力された前記レシート印字データを受け取った
前記電子ペーパーレシート印字部または前記紙レシート印字部は、当該レシート印字デー
タに従って書き込みを行い、
　前記電子ペーパーレシート印字部には、前記無線ＩＣタグ読取／書込部が前記無線ＩＣ
タグから識別コードを読み取った場合に前記電子ペーパーレシートを検出する電子ペーパ
ーレシート検出手段が備えられており、
　前記レシート印字データ出力手段は、前記電子ペーパーレシート検出手段が前記電子ペ
ーパーレシートを検出した場合に、前記電子ペーパーレシート印字部に前記レシート印字
データを出力する、
ことを特徴とする商品販売データ処理装置。
【請求項３】
　レシートイメージを前記電子ペーパーレシートに書き込む旨を宣言する電子ペーパー書
込宣言手段を備え、
　前記電子ペーパー書込宣言手段による宣言があった場合に、前記電子ペーパーレシート
印字部に前記レシート印字データを出力する、
ことを特徴とする請求項２記載の商品販売データ処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタ及びＰＯＳ（Point of Sales）端末等の商品販売データ処理装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のＰＯＳ端末等の商品販売データ処理装置においては、売上処理に基づくレシー
ト印字データをレシート用紙に印字してレシートとして発行するレシートプリンタが搭載
されており、全ての取引においてレシートの発行が行われている。
【０００３】
　このようなレシート用紙は木材を主原料としており、発行されたレシートはその後に破
棄されてしまうものであるため、森林保護等の地球環境の保護が叫ばれている今日の時代
の流れに逆行するものである。
【０００４】
　ところで、近年においては、「紙」に代わるものとして、内容の表示・書換・消去とい
った自己印字機能を備えるフレキシブルな電子ペーパーが脚光を浴びつつある（例えば、
特許文献１参照）。このような電子ペーパーは、何度でも再利用できるという利点がある
。そこで、このような電子ペーパー上に売上処理に基づくレシート印字データを表示する
ことにより、電子ペーパーレシートとして発行することも検討されている。
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【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２３６３００公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、電子ペーパー上に売上処理に基づくレシート印字データを表示することによ
り、レシートを発行したものとするような場合においては、電子ペーパーレシートの使用
を希望する顧客には予め電子ペーパーを購入してもらうことが考えられる。このように予
め電子ペーパーを顧客に購入してもらうのは、電子ペーパーが紙に比べると高価であるた
めである。
【０００７】
　ところが、顧客に電子ペーパーを購入してもらうような場合、電子ペーパーの購入を全
ての顧客に強制することはできないため、電子ペーパーを所有する顧客と電子ペーパーを
所有しない顧客とが混在することになる。
【０００８】
　本発明は、電子ペーパーレシートを所有する顧客と電子ペーパーレシートを所有しない
顧客とが混在するような場合に、電子ペーパーレシートと紙レシートとを顧客に合わせて
選択的に発行することができるプリンタ及び商品販売データ処理装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のプリンタは、商品の売上処理を行う商品販売データ処理装置（例えば、ＰＯＳ
端末等）に接続されるプリンタにおいて、電子ペーパーと識別コードを含むデータを記憶
可能な無線ＩＣタグとが設けられた電子ペーパーレシートに対する書き込みを行う電子ペ
ーパーレシート印字部と、前記電子ペーパーレシート印字部に設けられて前記無線ＩＣタ
グに対してデータの読み書きを行う無線ＩＣタグ読取／書込部と、レシート用紙に対する
書き込みを行う紙レシート印字部と、前記商品販売データ処理装置から送信される売上処
理に係るレシート印字データを受信するレシート印字データ受信手段と、このレシート印
字データ受信手段により受信した前記レシート印字データを、前記電子ペーパーレシート
印字部と前記紙レシート印字部とのいずれか一方に選択的に出力するレシート印字データ
出力手段と、を備え、前記レシート印字データ出力手段から出力された前記レシート印字
データを受け取った前記電子ペーパーレシート印字部または前記紙レシート印字部は、当
該レシート印字データに従って書き込みを行い、前記電子ペーパーレシート印字部には、
前記無線ＩＣタグ読取／書込部が前記無線ＩＣタグから識別コードを読み取った場合に前
記電子ペーパーレシートを検出する電子ペーパーレシート検出手段が備えられており、前
記レシート印字データ出力手段は、前記電子ペーパーレシート検出手段が前記電子ペーパ
ーレシートを検出した場合に、前記電子ペーパーレシート印字部に前記レシート印字デー
タを出力する。
【００１０】
　したがって、売上処理に係るレシート印字データが電子ペーパーレシート印字部と紙レ
シート印字部とのいずれか一方に選択的に出力されることにより、例えば電子ペーパーレ
シートを所有しない顧客に対してはレシート用紙にレシートイメージを印字した紙レシー
トを発行し、電子ペーパーレシートを所有する顧客に対しては電子ペーパーレシートにレ
シートイメージを目視可能に書き込んで紙レシート代わりとすることが可能になる。
【００１１】
　本発明の商品販売データ処理装置は、売上処理に基づいてレシート印字データを生成す
る商品販売データ処理装置において、電子ペーパーと識別コードを含むデータを記憶可能
な無線ＩＣタグとが設けられた電子ペーパーレシートに対する書き込みを行う電子ペーパ
ーレシート印字部と、前記電子ペーパーレシート印字部に設けられて前記無線ＩＣタグに
対してデータの読み書きを行う無線ＩＣタグ読取／書込部と、レシート用紙に対する書き
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込みを行う紙レシート印字部と、前記レシート印字データを、前記電子ペーパーレシート
印字部と前記紙レシート印字部とのいずれか一方に選択的に出力するレシート印字データ
出力手段と、を備え、前記レシート印字データ出力手段から出力された前記レシート印字
データを受け取った前記電子ペーパーレシート印字部または前記紙レシート印字部は、当
該レシート印字データに従って書き込みを行い、前記電子ペーパーレシート印字部には、
前記無線ＩＣタグ読取／書込部が前記無線ＩＣタグから識別コードを読み取った場合に前
記電子ペーパーレシートを検出する電子ペーパーレシート検出手段が備えられており、前
記レシート印字データ出力手段は、前記電子ペーパーレシート検出手段が前記電子ペーパ
ーレシートを検出した場合に、前記電子ペーパーレシート印字部に前記レシート印字デー
タを出力する。

【００１２】
　したがって、売上処理に係るレシート印字データが電子ペーパーレシート印字部と紙レ
シート印字部とのいずれか一方に選択的に出力されることにより、例えば電子ペーパーレ
シートを所有しない顧客に対してはレシート用紙にレシートイメージを印字した紙レシー
トを発行し、電子ペーパーレシートを所有する顧客に対しては電子ペーパーレシートにレ
シートイメージを目視可能に書き込んで紙レシート代わりとすることが可能になる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、電子ペーパーレシートを所有する顧客と電子ペーパーレシートを所有
しない顧客とが混在するような場合に、電子ペーパーレシートと紙レシートとを顧客に合
わせて選択的に発行することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の実施の一形態を図１ないし図１３に基づいて説明する。本実施の形態は、商品
販売データ処理装置であるＰＯＳ（Point of Sales：販売時点管理）端末に対し、電子ペ
ーパー及びレシート用紙に対して書き込み可能なプリンタを接続したものである。
【００１５】
　ここで、図１はプリンタ２０が接続されたＰＯＳ端末１を概略的に示す外観斜視図であ
る。図１に示すように、ＰＯＳ端末１は、ドロワ２上に載置されている。このＰＯＳ端末
１には、各種のキーが集合するキーボード３、オペレータ側の表示部として機能するディ
スプレイ４、客側の表示部として機能する客側ディスプレイ５が設けられている。また、
このＰＯＳ端末１には、商品に付される商品コードを光学的に読み取るためのバーコード
スキャナ６が接続されている。
【００１６】
　図２にキーボード３のキー配置を示す。このキーボード３には、商品区分登録を行なう
ための部門キー３ａ、商品コード、販売個数、金額、日時等を入力するための「０」から
「９」までの置数キー３ｂ、売上処理において現金による決済を宣言するための預／現計
キー３ｃ、売上合計金額の算出を宣言するための小計キー３ｄ等の各種キーが設けられて
いる。また、キーボード３の一部には、本実施の形態における特有のキーとして、「電子
ペーパー出力」キー３ｅが設けられている。「電子ペーパー出力」キー３ｅは後述する電
子ペーパーレシート５０（図５参照）への書き込みの宣言を行なうためのキーであり、電
子ペーパー書込宣言手段として機能するものである。
【００１７】
　次に、ＰＯＳ端末１に備えられる各部の電気的接続を図３に基づいて説明する。図３に
示すように、このＰＯＳ端末１は、マイクロコンピュータ（以下、マイコンという）１１
を備えており、このマイコン１１によってＰＯＳ端末１が備える各部を駆動制御する。マ
イコン１１は、各部を集中的に駆動制御するＣＰＵ（Central Processing Unit）１２に
、アドレスバス、データバス等のバスライン１３を介して、起動プログラム等の固定的デ
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ータを予め格納するＲＯＭ（Read Only Memory）１４と、可変的なデータを書き換え自在
に記憶してＣＰＵ１２のワークエリアとして機能するＲＡＭ（Random Access Memory）１
５とが接続されて構成されている。なお、ＲＡＭ１５は、バッテリ（図示せず）によりバ
ックアップされている。このマイコン１１が、前述したキーボード３、ディスプレイ４、
客側ディスプレイ５、バーコードスキャナ６等の各部をバスライン１３と各種制御回路（
図示せず）とを介して駆動制御する。
【００１８】
　各種データを書き換え自在に格納する機能を有するＲＡＭ１５には、図４に示すように
、レシート出力先テーブルＴが形成される。詳細は後述するが、このＰＯＳ端末１に接続
されるプリンタ２０は、電子ペーパーレシート印字部２１（図５参照）と紙レシート印字
部２２と（図５参照）を備えているため、レシート出力先テーブルＴは、電子ペーパーレ
シート印字部２１（図５参照）と紙レシート印字部２２とのどちらでレシート印字を実行
させるか決定するためのフラグを記憶するものである。例えば、電子ペーパーレシート印
字部２１が出力先であればフラグは「１」であり、紙レシート印字部２２が出力先であれ
ばフラグは「０」である。なお、フラグの初期値は「０」である。
【００１９】
　また、マイコン１１にはバスライン１３を介してプリンタ用Ｉ／Ｆ１６が接続されてお
り、このプリンタ用Ｉ／Ｆ１６によりＰＯＳ端末１に対してプリンタ２０を接続可能にし
ている。
【００２０】
　加えて、マイコン１１に接続されたバスライン１３には記憶媒体であるＨＤＤ（Hard D
isk Drive）１７が接続されており、このＨＤＤ１７にはＣＰＵ１２を動作させる制御プ
ログラムや売上ファイル、商品マスタファイル等が格納されている。特に図示しないが、
売上ファイルは、売上明細や合計金額等の売上処理に係る売上データを記憶保持するファ
イル構造を備える。また、商品マスタファイルは、商品の商品コード毎に商品名、単価、
部門コード等を対応付けて記憶保持するファイル構造を備える。
【００２１】
　以上のようなＰＯＳ端末１の売上処理の際の動作について簡単に説明する。例えば商品
に付された商品コードがＰＯＳ端末１のバーコードスキャナ６によって読み取られると、
ＰＯＳ端末１は読み取った商品コードに基づいて商品マスタファイルを検索し、該当する
商品コードに対応した商品名や単価等を読み出し、商品コード、商品名、単価等に基づい
て売上登録するとともに、部門別登録やディスプレイ４や客側ディスプレイ５への表示、
またプリンタ２０により印字出力を行い、さらに売上登録した売上登録データを売上ファ
イルに累計する。
【００２２】
　次に、プリンタ２０について説明する。ここで、図５はプリンタ２０を概略的に示す外
観斜視図、図６はプリンタ２０の内部構造を概略的に示す断面図である。図５及び図６に
示すように、プリンタ２０は、電子ペーパーレシート５０を書き込み対象とする電子ペー
パーレシート印字部２１と、レシート用紙６０を書き込み対象とする紙レシート印字部２
２とを備えている。
【００２３】
　まず、電子ペーパーレシート印字部２１の構成について説明する。電子ペーパーレシー
ト印字部２１には、プリンタ２０の前面に形成されたスリット状の電子ペーパー挿入口２
４とプリンタ２０の上面に形成されたスリット状の電子ペーパー排出口２５とを連通し、
電子ペーパーレシート５０の搬送方向を略水平方向から略鉛直方向（または、略鉛直方向
から略水平方向）へと屈曲する搬送通路２３が設けられている。つまり、電子ペーパー挿
入口２４と電子ペーパー排出口２５と搬送通路２３とによって、電子ペーパーレシート５
０が搬送される搬送経路が構成されている。搬送通路２３には、搬送通路２３を一定の間
隔を保ち挾むように対峙している回動自在な搬送ローラ対２６，２７が、配設されている
。一方の搬送ローラ対２６は電子ペーパー挿入口２４側に設けられており、他方の搬送ロ
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ーラ対２７は電子ペーパー排出口２５側に設けられている。搬送ローラ対２６，２７は、
プリンタ２０内に設けられるモータ２８（図７参照）によって、電子ペーパーレシート５
０を装置内に引き込む方向、または、装置外に排出する方向に選択的に搬送するように回
転駆動される。
【００２４】
　また、搬送通路２３の電子ペーパー挿入口２４近傍には、電子ペーパーレシート５０に
設けられる無線ＩＣタグ５１（図８参照）にアクセス可能な無線ＩＣタグ読取／書込部２
９が配設されている。この無線ＩＣタグ読取／書込部２９は、コイル状の無線タグ用リー
ダアンテナ（図示せず）を備えており、通電により磁界を発生させる構成とされている。
そして、この無線タグ用リーダアンテナが発生する磁界へと電子ペーパーレシート５０に
設けられる無線ＩＣタグ５１が接近した場合には、無線ＩＣタグ５１に誘導起電力が発生
して無線ＩＣタグ５１に記憶されたデータが無線タグ用リーダアンテナに対して送信され
て読み取られ、または無線ＩＣタグ５１に対してデータが書き込まれることになる。
【００２５】
　さらに、搬送通路２３の屈曲部近傍であって搬送ローラ対２６と搬送ローラ対２７との
間には、電子ペーパーレシート５０に設けられる電子ペーパー５２（図８参照）に所定事
項を表示させる電子ペーパーレシート書込部３０が配設されている。
【００２６】
　したがって、搬送ローラ対２６，２７を駆動することにより、電子ペーパー挿入口２４
から挿入された電子ペーパーレシート５０を吸入して電子ペーパーレシート書込部３０に
おいて電子ペーパーレシート５０に所定事項を書き込み、電子ペーパー排出口２５側から
電子ペーパーレシート５０の一部を排出した後、再度電子ペーパーレシート５０を吸入し
て電子ペーパー挿入口２４から排出することが可能となっている。
【００２７】
　次に、紙レシート印字部２２の構成について説明する。紙レシート印字部２２には、長
尺紙をロール状に巻回したロール紙であるレシート用紙６０を回動自在に保持する用紙収
納部３１が設けられている。なお、レシート用紙６０は、用紙を下側から引き出すように
して用紙収納部３１に収納保持されている。このようなレシート用紙６０の用紙搬送方向
Ａの下流側には、印字部３２が設けられている。この印字部３２には、ローラ対（図示せ
ず）等によってレシート用紙６０を下側から引き出しながら略上方に搬送する用紙搬送経
路３３が設けられていて、この用紙搬送経路３３を挟むようにしてサーマルプリンタヘッ
ド３４とプラテンローラ３５とが設けられている。サーマルプリンタヘッド３４はレシー
ト用紙６０の外周面に印字可能な位置に備えられ、このサーマルプリンタヘッド３４に対
向してプラテンローラ３５が備えられている。また、プラテンローラ３５は、モータ２８
（図７参照）を駆動源として回転することにより用紙搬送部材としても機能する。加えて
、印字部３２の用紙搬送方向Ａの下流側には、レシートカッタ機構３６とプリンタ２０の
上面に形成されるスリット状のレシート排出口３７とが設けられている。ここで、レシー
トカッタ機構３６は、図示しない駆動源に駆動されて動作する例えばギロチン型のオート
カッタであり、レシート排出口３７よりも用紙搬送方向Ａの上流側に設けられている。し
たがって、レシート排出口３７から排出されたレシート用紙６０は、このレシートカッタ
機構３６により切断された後、レシートとして発行されることになる。
【００２８】
　次に、プリンタ２０が備える各部の電気的接続について図７を参照して説明する。図７
に示すように、このプリンタ２０は、マイクロコンピュータ（以下、マイコンという）３
８を備えており、このマイコン３８によってプリンタ２０が備える各部を駆動制御する。
マイコン３８は、各部を集中的に駆動制御するＣＰＵ３９に、アドレスバス、データバス
等のバスライン４０を介して、各種プログラム等の固定的データを予め格納するＲＯＭ４
１と、可変的なデータを書き換え自在に記憶してＣＰＵ３９のワークエリアとして機能す
るＲＡＭ４２とが接続されて構成されている。なお、ＲＡＭ４２は、バッテリ（図示せず
）によりバックアップされている。このマイコン３８が、前述したモータ２８、無線ＩＣ
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タグ読取／書込部２９、電子ペーパーレシート書込部３０、サーマルプリンタヘッド３４
等の各部をバスライン４０と各種制御回路（図示せず）とを介して駆動制御する。
【００２９】
　また、マイコン３８にはバスライン４０を介してＰＯＳ端末用Ｉ／Ｆ４３が接続されて
おり、このＰＯＳ端末用Ｉ／Ｆ４３によりプリンタ２０に対してＰＯＳ端末１を接続可能
にしている。
【００３０】
　さらにまた、電子ペーパー挿入口２４の近傍には電子ペーパーレシート５０の挿入を検
知するための透過型光センサであるセンサ４４が設けられていて、このセンサ４４もバス
ライン４０を介してマイコン３８に接続されている。
【００３１】
　次に、電子ペーパーレシート５０について説明する。ここで、図８は電子ペーパーレシ
ート５０を示す平面図である。電子ペーパーレシート５０は、データ記憶領域であるメモ
リ部５０ａと、データ表示領域である電子ペーパー部５０ｂとに区分されており、メモリ
部５０ａにはデータ記憶媒体として機能するデータキャリアの一種である無線ＩＣタグ５
１が備えられ、電子ペーパー部５０ｂには電子ペーパー５２が備えられている。
【００３２】
　無線ＩＣタグ５１は、コイルアンテナと各種データ（例えば、電子ペーパーレシート５
０の識別コード等）を記憶するＩＣチップとを備えており、このコイルアンテナに誘導起
電力を発生させることによりＩＣチップでのデータの送受信が可能な構成になっている。
なお、図７においては説明のために無線ＩＣタグ５１を図示しているが、実際には外部か
らは見えない構造になっている。
【００３３】
　続いて、電子ペーパー５２について説明する。電子ペーパー５２は、電子ディスプレイ
と紙の長所を併せ持った表示装置であり、書き換えが可能で、紙同様に情報を保持したま
ま持ち歩くことができる。代表的な電子ペーパーの仕組みとしては、「マイクロカプセル
型」の電気泳動方式が挙げられる。この電気泳動方式は、図９に示すように、２枚の樹脂
フィルムの間に、塗料やインクの顔料として用いられている「カーボンブラック」などで
できたマイクロカプセルを挟み、電圧をかけてそれらを動かすことで、文字や画像を表示
するというものである。したがって、本実施の形態の電子ペーパーレシート書込部３０は
、２枚の樹脂フィルムの間のマイクロカプセルに対して電圧をかけて操作するようにした
ものである。なお、電子ペーパー５２は、「マイクロカプセル型」電気泳動方式に限るも
のではなく、種々の方式を適用することができる。
【００３４】
　このような構成の下、ＰＯＳ端末１に内蔵されたＨＤＤ１７に格納された制御プログラ
ムがマイコン１１に実行させる機能及びプリンタ２０に内蔵されたＲＯＭ４１に格納され
た制御プログラムがマイコン３８に実行させる機能について説明する。なお、本実施の形
態においては、従来のＰＯＳ端末１及びプリンタ２０によって行なわれる処理と同様の処
理についてはその説明を省略する。
【００３５】
　本実施の形態においては、電子ペーパーレシート５０に書き込みを希望する顧客は、商
品登録の際にオペレータに電子ペーパーレシート５０を渡して書き込み依頼する。電子ペ
ーパーレシート５０を渡されたオペレータは、ＰＯＳ端末１に接続されたプリンタ２０の
電子ペーパー挿入口２４に電子ペーパーレシート５０を挿入した後、商品登録を行う。
【００３６】
　図１０のフローチャートに示すように、プリンタ２０のマイコン３８は、センサ４４を
介して電子ペーパーレシート５０が電子ペーパー挿入口２４に挿入されたことを検出する
と（ステップＳ１のＹ）、電子ペーパーレシート５０を電子ペーパーレシート書込部３０
まで搬送して待機する（ステップＳ２）。
【００３７】
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　次に、プリンタ２０のマイコン３８は、無線ＩＣタグ読取／書込部２９を制御して電子
ペーパーレシート５０に設けられている無線ＩＣタグ５１に対する読み取リ電波を発信し
（ステップＳ３）、無線ＩＣタグ５１に記憶されている電子ペーパーレシート識別コード
を読み取る。
【００３８】
　電子ペーパーレシート５０の無線ＩＣタグ５１に記憶されている電子ペーパーレシート
識別コードを読み取ると（ステップＳ４のＹ）、電子ペーパーレシート５０を検出したと
判断し、プリンタ２０に接続されているＰＯＳ端末１に対して電子ペーパーレシート検出
データを送信する（ステップＳ５：電子ペーパーレシート検出手段）。
【００３９】
　ＰＯＳ端末１のマイコン１１は、プリンタ２０から送信された電子ペーパーレシート検
出データを受信すると（ステップＳ１１のＹ）、レシート出力先テーブルＴのフラグを「
１」に書き換える（ステップＳ１２）。
【００４０】
　上述したような処理が終了した後、図１１に示すように、ＰＯＳ端末１のマイコン１１
は、売上処理の際に預／現計キー３ｃが操作されると、締め処理を実行し（ステップＳ２
１）、レシート印字データを作成する（ステップＳ２２）。そして、ＰＯＳ端末１のマイ
コン１１は、レシート印字データを作成した後（ステップＳ２２）、レシート出力先テー
ブルＴに記憶されているフラグが「１」であるか否かを判断する（ステップＳ２３）。
【００４１】
　ＰＯＳ端末１のマイコン１１は、レシート出力先テーブルＴのフラグが「１」であれば
（ステップＳ２３のＹ）、作成したレシート印字データに電子ペーパー出力指示データを
付加した後（ステップＳ２４）、プリンタ２０にレシート印字テータを送信する（ステッ
プＳ２５）。一方、レシート出力先テーブルＴのフラグが「１」でなければ（ステップＳ
２３のＮ）、作成したレシート印字データをそのままプリンタ２０に送信する（ステップ
Ｓ２５）。
【００４２】
　図１１に示すように、プリンタ２０のマイコン３８は、ＰＯＳ端末１から送信されたレ
シート印字データを受信すると（ステップＳ３１のＹ：レシート印字データ受信手段）、
受信したレシート印字データに電子ペーパー出力指示データが付加されているか否かを判
断する（ステップＳ３２）。プリンタ２０のマイコン３８は、電子ペーパー出力指示デー
タが付加されていなければ（ステップＳ３２のＮ）、紙レシート印字部２２側を駆動制御
して紙レシートを印字発行する（ステップＳ３３：レシート印字データ出力手段）。また
、電子ペーパー出力指示データが付加されていれば（ステップＳ３２のＹ）、電子ペーパ
ーレシート印字部２１を駆動制御して電子ペーパーレシート書込部３０により電子ペーパ
ーレシート５０の電子ペーパー５２にレシート印字データに基づくレシートイメージを書
き込んで電子ペーパーレシート５０を発行する（ステップＳ３４：レシート印字データ出
力手段）。
【００４３】
　図１２は、発行された電子ペーパーレシート５０の一例である。図１２に示すように、
発行された電子ペーパーレシート５０には、目視できる情報として、レシートイメージが
表示されている。
【００４４】
　プリンタ２０のマイコン３８は、レシート又は電子ペーパーレシート５０の発行後、レ
シート発行完了データをＰＯＳ端末１に送信する（ステップＳ３５）。
【００４５】
　そして、ＰＯＳ端末１のマイコン１１は、プリンタ２０から送信されたレシート発行完
了データを受信すると（ステップＳ２６のＹ）、レシート出力先テーブルＴのフラグを「
０」に書き換える（ステップＳ２７）。
【００４６】
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　このように本実施の形態によれば、売上処理に係るレシート印字データが電子ペーパー
レシート印字部２１と紙レシート印字部２２とのいずれか一方に選択的に出力されること
により、例えば電子ペーパーレシート５０を所有しない顧客に対してはレシート用紙６０
にレシートイメージを印字した紙レシートを発行し、電子ペーパーレシート５０を所有す
る顧客に対しては電子ペーパーレシート５０にレシートイメージを目視可能に書き込んで
紙レシート代わりとすることができるので、電子ペーパーレシート５０を所有する顧客と
電子ペーパーレシート５０を所有しない顧客とが混在するような場合に、電子ペーパーレ
シート５０と紙レシートとを顧客に合わせて選択的に発行することができる。
【００４７】
　また、このような運用によれば、レシート用紙の節約になり、省資源運動に貢献でき、
店のイメージアップに繋がるようになる。また、顧客側においては、従来は家計簿に記録
した後はレシートを破棄していたが、電子ペーパーレシート５０を用いることで破棄する
対象物がなくなり、家庭ゴミを減少させることができる。
【００４８】
　なお、電子ペーパーレシート５０に書込を希望する顧客から電子ペーパーレシート５０
への書き込み依頼があった際に、オペレータがＰＯＳ端末１のキーボード３に設けられた
「電子ペーパー出力」キー３ｅの操作を行って、電子ペーパーレシート５０ヘの書き込み
処理を実行するようにしても良い。このときＰＯＳ端末１のマイコン１１は、「電子ペー
パー出力」キー３ｅの操作があると、レシート出力先テーブルＴのフラグを「１」に書き
換えることになる。
【００４９】
　また、本実施の形態においては、電子ペーパーレシート印字部２１と紙レシート印字部
２２を備えたプリンタ２０をＰＯＳ端末１に外付けする構成で説明したが、電子ペーパー
レシート印字部２１と紙レシート印字部２２がそれぞれ独立してＰＯＳ端末１に外付けさ
れている構成でも良い。また、電子ペーパーレシート印字部２１と紙レシート印字部２２
のどちらかのみをＰＯＳ端末１に内蔵する構成、または電子ペーパーレシート印字部２１
と紙レシート印字部２２をＰＯＳ端末１に内蔵する構成でも良い。この場合には、ＰＯＳ
端末１のマイコン１１が、紙レシートを発行するか、電子ペーパーレシート５０を発行す
るか判断する。
【００５０】
　ここで、電子ペーパーレシートの変形例について図１３を参照して説明する。レシート
には、顧客が購入した商品の明細を印字する必要がある。しかしながら、図８に示したよ
うな電子ペーパーレシート５０の電子ペーパー部５０ｂに設けられている電子ペーパー５
２だけでは、顧客が購入した商品の明細全てを印字（表示）できない場合が想定される。
そこで、図１３に示す電子ペーパーレシート５０においては、電子ペーパー部５０ｂ（電
子ペーパー５２）を折り曲げ可能に複数枚連結し、印字（表示）領域を拡大するようにし
ている。図１３には、二つ折り可能な電子ペーパーレシート５０が記載されているが、こ
れに限るものではなく、三つ折り以上可能なものでも良い。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施の一形態のプリンタが接続されたＰＯＳ端末を概略的に示す外観斜
視図である。
【図２】キーボードのキー配置を示す平面図である。
【図３】ＰＯＳ端末に備えられる各部の電気的接続を示すブロック図である。
【図４】レシート出力先テーブルを示す模式図である。
【図５】プリンタを概略的に示す外観斜視図である。
【図６】プリンタの内部構造を概略的に示す断面図である。
【図７】プリンタが備える各部の電気的接続を示すブロック図である。
【図８】電子会員カードを示す平面図である。
【図９】電子ペーパーの仕組みを示す説明図である。
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【図１０】ＰＯＳ端末及びプリンタによって行なわれる処理の流れを示すフローチャート
である。
【図１１】ＰＯＳ端末及びプリンタによって行なわれる処理の流れを示すフローチャート
である。
【図１２】発行された電子会員カードの一例を示す平面図である。
【図１３】電子会員カードの変形例を示す平面図である。
【符号の説明】
【００５２】
１…商品販売データ処理装置、３ｅ…電子ペーパー書込宣言手段、２０…プリンタ、２１
…電子ペーパーレシート印字部、２２…紙レシート印字部、５０…電子ペーパーレシート
、５２…電子ペーパー

【図１】 【図２】
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